






はじめに 

乳幼児の尿中バ二一ルマンデル酸(VMA)の測定により,神経芽細胞腫の診断が可能であると

いう欧米における1960年代の報告に着目し,わが国における昭和41年来の文献的考察によ

り,実際に乳幼児の採尿濾紙によるスクリーニングの可能性について基礎的な研究をおこ

ない,その実現性について検討した。 

その結果,行政的立場から,神経芽細胞腫スクリーニングをとりあげるためには,発見もれ

の少い,精度の高い測定をおこなう必要があり,そのためには'尿中 VMA の定性,及びホモバ

ニリン酸(HVA)の定量をおこなうことにより,実施され得るとの見透しをもった。 

そこで,実際に実施するための方法等について,公衆衛生部が中心となって検討が進められ

,昭和 56 年 4 月より,医療研究機関等の協力のもとに、札幌市衛生研究所を検査機関とし,

札幌市の乳幼児を対象として神経芽細胞腫スクリーニングを開始した。 

今回は,札幌市がおこなっているスクリーニングの方法,及び実際に検査をおこなった

7,774 件体の検査結果を中心に若干の知見を得たので報告する。 


